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本研究は、世界トップレベルのデジタルスピントロニクス技術に、スピンの

アナログ特性を付加することにより、AI ハードウェアの基盤技術を作るもの

となっている。これまでの研究成果に基づいて、しっかりとした研究計画が立

案されており、スピントロニクスにおいて世界トップレベルの研究成果が期待

できる。また、CMOS も取り入れた現実的アプローチとなっており、半導体

エレクトロニクスの限界を打破し得る技術としても期待できる。 
以上の理由により、特別推進研究として推進することが適当と考えられた。 

 

 


